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日時 2016 年 9月 4日（日）13：00～16：00 

場所 三重県立稲葉特別支援学校 プレイルーム 及び 小学部教室 

参加

人数 

39 名 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 正会員、準会員に分かれてのグループ研修 

【正会員グループ】 

（１）自己紹介 

・ 支援学校の教員と保護者の方のグループ。 

（２）９つの重要なコミュニケーションスキル、PECS を一日にどう組み込むか 

・ 日ごろの悩みや指導で行き詰っている事を出していただき、門先生にご助言いただいた。 

・ 『｢痛い」や「かゆい」などの体調をカードで教えたい』、『担任の先生への PECS の伝え方』、『ipad への移

行について』などの質問がありました。 

・ 門先生から、「９つのコミュニケーションスキルは非常に大切だ。このスキルが使えないと別の方法（パニック

や問題行動）で伝えようとする」と教えていただいた。 

（３）正会員グループデモ 

・ 保育所のお子さん。強化子はグミ、ジュース。コミュニケーションパートナーは母親で指導開始。初めはコミ

ュニケーションブックで「グミ」＋「下さい」で要求。2・3 回繰り返した所で ipad へ移行。 

・ 強化子はグミ、コミュニケーションパートナーは母親、プロンプターは門先生。2・３回繰り返すとやり方を覚

えほとんどプロンプターなしで要求する事ができるようになった。 

 

【準会員グループ】 

（１）PECS ガイダンス 

 ・ 「PECSとは」、「PECSの６つの指導ステップ」、「９つの重要なコミュニケーションスキル」、「PECSの有効性」、

「強化子の大切さとアセスメント」の話を事務局の石井より説明させていただいた。 

・ 「PECS の有効性」は、最初から自発的コミュニケーションをめざす、実用的コミュニケーションを教える、本

人にプラスになる要求から教える（モチベーション向上）、エラーレス学習（意欲低下しにくい）、最初から般

化を教える、手助けを減らしていくので自立度が向上等をお伝えした。 

（２）デモ 

（準会員グループ１） 

・ 小学生のお子さん。ＰＥＣＳは、ご家庭でも取り組んでみえる。強化子は、お菓子で行った。（好きな物として

は、パズル、レゴブロックがあったが、すぐには準備ができなかったため、お菓子のみで行った。） 

・ 久賀谷先生がコミュニケーションパートナー、母親がプロンプター。うまいぼうで指導開始。 

・ ご家庭でもやっているので、カードを渡すフェーズⅠはとてもスムーズ。ただ、プロンプターは、声掛けをしな

いようにということを踏まえ、コミュニケーションパートナーを、母親、父親とチェンジし、般化を促す。（人や場

所はできるだけ早く代わる方が良い、） 

・ 続いて、コミュニケーションパートナーを久賀谷先生に戻して、フェーズⅡへ。少しずつ距離を取っていっ

た。そこで、「待つ」という交渉を行うこともできた。 
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・ お菓子ばかりだったので、喉が渇いて手が止まってしまった。そこで、いつも使っているＢＯＯＫから、お茶カ

ードを渡し要求することができた。 

（準会員グループ２） 

・ 3 歳児のお子さん。PECS は初めて。強化子は、ぶどう、さくらんぼ、プラレール、恐竜等。 

・ 母親がコミュニケーションパートナー、石井がプロンプ

ター。ぶどうで指導開始。 

・ 初めは、ぶどうに手を伸ばす。すぐにプロンプトをする

と、自分でカードを渡そうとした。2 施行目は自分でカ

ードを取り、動きがとまったのでプロンプト。5施行目くら

いから自分でカードを渡せるようになった。 

・ 途中でコミュニケーションパートナーとプロンプターの

役割を交代した。変わらず、要求できた。フェイズ 2 も

導入した。2ｍ離れた人にも要求できた。 

・ ぶどうがなくなったので、プラレールで再開した。３０くら

いアイテムがあるが、１試行に３つくらいのアイテムを渡し

た。全部手に入るまで絵カードの要求を繰り返した。 

（３）グループ協議 

 （準会員グループ１） 

・ 小学校や支援学校の先生、福祉関係者、保護者（大多数）によるグループ。 

・ 参加者からは、「他害や自傷が激しく、コミュニケーションツールを増やしたい」、「待って、やめての指示が

理解しにくい」、「気持ちや感情を伝えるカードを伝えるようにしたい」等のお話しがあった。 

・ 助言者からは、「コミュニケーションパートナーは、言語プロンプトをしない」、「自発を促さないと指示待ちに

なる」、「まってカードは 0.5 秒から始める。徐々に時間を増やしていく」、「タイムタイマーやキッチンタイマー

等で待つを学習する時は、楽しいことを待つ経験をすると良い」等のご助言をいただいた。 

 （準会員グループ２） 

・ 小学校や支援学校の先生、福祉関係者、保護者によるグループ。 

・ ほぼ全員が「PECS のことがもっと知りたい」という理由で研修会に参加。 

・ 参加者からの質問は、「子どもが指示待ち。主体的に伝えるが、返事がくるまで待つ。強化子がお菓子しか

ないが、どうしたらいい。」、「何かをさせようとすると自分の世界に入る、嫌がって寝がう等にどう対応したら

よいのか」が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前聞き取りで用意した、準会員 

グループデモで使用する強化子。 
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２．グループ発表 

 ３つのグループの発表をしていただいた。各グループから出された質問に助言者の先生から回答をいただいた。 

（Q1） 指示待ち。強化子がお菓子くらいしか広がらない。 

（A1） 行動を分析することが大切。指示を要求することもある。お菓子もいろいろな種類があるので、ただ知ら

ないだけかもしれない。アセスメントをしながら進めていく。 

（Q2）「イヤだ」と拒否したり、自分の世界に入ったりする。どう切り替えをしたらいいのか。 

（A2）活動内容に興味を持っていますか。やりたいことやできること、できないことを探る。一つひとつの活動の

意味をわかりやすく伝えていく。コミュニケーションの理解の学習にもつながる。スケジュールもわかって

いるかどうかが重要で、絵カードでも具体物物でもわかっているものを使う。 

（Q３）ことばが出そうででない。 

（A3）PECS は、発語が目的でない。自発的なコミュニケーションが大切。フェイズ 4 で文を読み上げる段階で、

ことばが出てくることもある。でも、ことばを促すことはしない。 

 

 

３．助言者より 

 ・ 今までの経験からも一度ワークショップを受講されてもあまりマニュアルを読まれていないことがよくわかる。フ

ェイズ６までだけでなく、重要なコミュニケーションスキルのこともマニュアルにある。表出だけでなく、理解の

内容もある。マニュアルをしっかり読んでいただきたい。 

・ PECS の絵カードは、補助代替コミュニケーション。聴覚障害には手話・補聴器、視覚障害には眼鏡等、こと

ばでうまく意思表出できない人々にとって、絵カードは補助代替コミュニケーション。これは、合理的配慮で

もあるので取り入れ、支援しなければいけない。学校全体で研修でとりあげて進めていく必要がある。 

・ フェイズ１で自発的表出ができ始めたら、「交渉」の学習を行っていく。デモでは、「座って」の指示理解の課

題にとりくんだ。「表出」の学習と同時に「理解」の学習にもとりくんでいく。 

・ 自発的なコミュニケーション学習として、PECS はとても有効な手段。学習が進む子は、文字や ipad も使用

していけば良い。ただ、その移行は、本人が決めることが重要。 

・ 各々のコミュニケーションの取り方をアセスメントすることも大切。 

 

 

４． 情報交換 

・  西陣ビールプロジェクトへのご支援のお願い。→ 添付チラシをご参照 ≪チラシはこちらから≫ 

・  その他、研修会、講演会のアナウンス。 

 

 

○ マニュアルをしっかり、何度も読もう。 

○ 強化子アセスメントの重要性。 

 

http://miepecs.blue/chirasi-nbaku.pdf
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